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山本 理絵（英語教育コース） 
  好きなように生きる 
 
１．教育を考える一言 
「あなたの人生なんだからあなたの好きなように生きなきゃだめだよ」 
 
２．背景 
これは就活の相談にのってもらっていた先輩に、大学院進学の旨を伝えたときに言われた言葉
です。大学四年時の就職活動。自身も数々のガイダンスや説明会に足を運び、先輩に話を聴いて
は「私もこういう風にならなければ！」という一心で選考に臨んでいました。しかし面接を受け
ていくうちに「これが本当に私のやりたいこと？」「これでいいのかな？」という疑問が次々と
わいてきました。悩んだ末に一度は諦めていた教職の道を目指すことに決めましたが、思い切っ
た進路変更に不安も大きく、大学院進学が決まった時も就活の際繰り返し相談に乗ってもらって
いた先輩への報告は気が重いものでした。しかし実際には「全然気にしないで、りえの人生なん
だからりえの好きなように生きなきゃだめだよ！」と先輩が怒ることもなくただ応援してくれた
ことで、心がすっと楽になったのがとても印象的でした。同時に今まで自分が自分本位ではなく
他人本位で考えてきたかを思い知らされ、「自分のことなんだから自分がしたいように自由に決
めていいんだ！」と、自身の決断に自信を持てるようになりました。 
 
３．考察 
「自分の決断が周りに迷惑をかけてしまうのではないか」と考えすぎてしまうことがよくある
自身にとって、このように自分の決断を後押ししてくれる発言は大きな心の支えとなりました。
様々な情報の錯綜する現代では無意識に周囲の環境に流されて自らの選択肢を狭めてしまうこと
がよくあるように思います。しかしこの経験を通じて、聴き手側としても迷っている人に対して
選択を急かしたり決断の変更を責めたりするマイナスの反応を示すのではなく、新しい決断を歓
迎し応援するといったプラスの反応をしてあげることがどれだけ話し手の心を楽にするかという
ことに気づかされました。これは指導者を目指すにあたって自身も見習っていきたい姿勢であり、
また「キャリア教育」の用語で度々言われるように生徒に対しては固定観念を持つことなく進学・
就職・留学など様々な選択肢を提示してあげることがとても大切だと思いました。 
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